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農環研ニュース

農業環境技術研究所に望むこと
−残留農薬のリスク管理から考える−

ライター　松永　和紀（農業環境技術研究所評議員）

留農薬のポジティブリスト制が今年５月29

日に始まりました。世間では、食品安全を

守るための規制が厳しくなったと受け止められて

います。しかし、それは表層的な見方。私は、こ

の制度が日本の農家に大きな意識改革をもたらし、

農家一人一人によるリスク管理が始まった、とと

らえているのです。

例えば、宮崎県総合農業試験場では制度開始以

降、農家が「残留農薬を測定してほしい」と野菜を

持ち込むケースが毎月何件もあるそうです。農家

の心配は、散布した農薬が周辺の対象外の作物に

までドリフトし残留することです。

風向きや風速に注意して散布するなどドリフト

対策は講じています。しかし、散布した側、かかっ

てしまったかもしれない側が、農薬の種類や収穫

期など情報交換しても残留の不安を拭えない場合

があります。そこで、試験場に持ち込むのです。

試験場では、双方の農家が分析に同意している場

合に限り受け入れ。毎月２、３件分析していますが、

これまで基準を超える残留結果が出たものは一つ

もないといいます。

ひと昔前は、農薬の種類も把握せず作物に病害

虫が発生しているかも確認しないまま、「この時期

に使えと指導されたから」と漫然と使っている農

家がいました。周辺の畑に何が植えられているか

など、だれも考えていませんでした。比べれば、

隔世の感があります。自分の作業を一つ一つ振り

返り情報交換し、どうしても不安が残る場合には

分析で決着をつける。これこそ、農家個々のリス

ク管理です。

宮崎県では、試験場が独自の残留農薬分析技術

を開発し、経済連がその技術を使って1999年から

農産物の自主検査を開始。現在は、年間4000検体

の分析を行っています。これらの豊富なデータを

解析した結果を基に、試験場の研究者はドリフト

に関する注意を、要注意の農薬名や作物名を挙げ

るなどしてかなり具体的に行ってきました。デー

タは雄弁です。農家は詳しい説明を受けて理解し、

自分たちなりに次のステップに踏み出しているの

です。

宮崎県だけでなくほかの地域でも、栽培する作

物や使用する農薬、季節や天候などを検討したう

えで適切な作業を選びとる、という意識が農家の

中に芽生え大きく育っている、と私は実感してい

ます。そして、目先の「安全」だけでなく長期的な

安全、農業環境保全へと、農家の目が向き始めて

います。ポジティブリスト制を契機に、農家は日々

の細かな選択の中で、収益を上げつつ持続できる

農業を模索しています。

農業環境技術研究所の研究者には、こうした日

本の農家を支えるために力を尽くしてほしいので

す。いえ、日本の姿を追随するように、アジア諸

国でも農家が、食料増産と食品安全、環境保全と

いう三つの難題の間の隘路で苦しんでいます。研

究者には、日本やアジアの多くの農民の姿を念頭

においたうえでさらに長期的な視点で農業環境を

見つめ、変化を把握し対策を提示する重要な役割

があります。

基礎データがあるからこそ変化が分かるのは言

うまでもありません。その点で、インベントリー

の充実に力を尽くし、一方でその時々の問題解決

に力を注いできた本研究所の100年あまりの歴史

は、貴重な財産です。

説得力のあるデータこそが、農家の意識、社会

の意識を変える本当の原動力となります。彼らに

応える研究を行い、学術論文や報告書として迅速

に情報を提供してほしい。その作業を通して、自

らの研究が実際の農業と環境の改善にどのように

結びつくかを考え、さらなる目標を見出し研究に

邁進してほしい。私のジャーナリストとしての役

割は、そのような確かな長期的な視点を持つ研究

を社会に分かりやすく伝え、適正な評価へとつな

げていくことだと考えています。

残
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農環研ニュース

はじめに

農業環境技術研究所では、推定で120万点の昆

虫標本が保管されており、このうち500点あまり

がタイプ標本です。タイプ標本とは種名を決定す

る際の基準となる標本で、通常新種の生物が発表

される際に指定され、生物１種につき１点しか存

在しない貴重な標本です。動物の学名の取り扱い

を定めた国際動物命名規約では、タイプ標本は公

的な機関に収めること、新種発表時に収蔵機関を

明記することなどが推奨されています。しかし、

実際には所在が明記されていない場合があり、ま

た明記してあっても所在不明となったタイプ標本

が多く存在します。当研究所では所蔵しているタ

イプ標本を web上に公開することで、外部の研究

者がタイプ標本に関する情報を容易に入手できる

ようにしたいと考えました。

農業環境技術研究所の昆虫タイプ標本

農業環境技術研究所でこれまでにその所蔵が確

認され、情報が整理されている昆虫タイプ標本の

数は568点にのぼります（図１）。分類群別では鞘

翅目（コウチュウ目）、双翅目（ハエ目）、膜翅目（ハ

チ目）の順に多く所蔵しています（表１）。これら

は歴代の研究員が新種として発表したもののほか

に、外部の研究者が当研究所の一般標本の中から

新種として発見したもの、また、保管を依託され

たものなどが含まれます。当研究所のタイプ標本

は一部を除き、耐震・耐火構造の専用標本室にて

保管されています。

タイプ標本画像の公開

タイプ標本の観察が必要になるのは、類似した

種が複数存在するため、ある種名がどの種に対応

するかわからない場合など、分類学的に問題がある

ときです。そのようなとき研究者はタイプ標本の

所在を調べ、直接所蔵機関を訪問するか、貴重な

タイプ標本の郵送などを依頼する必要があります。 

そのため、タイプ標本の検討には多くの時間や経

費が必要となります。また先述のとおり、現在で

はタイプ標本の保管場所は発表論文に明記するこ

とが推奨されていますが、古い時代に新種として

発表されたものの中には所蔵機関が明記されてい

ないことも多く、所在確認が事実上不可能なこと

もあります。タイプ標本の画像などがweb上で公

開されれば、インターネットを介して外部からの

図１　オサムシ科タイプ標本

研究トピックス
農業環境技術研究所が所蔵する昆虫タイプ標本の画像情報を公開

農業環境インベントリーセンター　　中谷　至伸　　安田　耕司　　吉松　慎一　　上田　義治

表1　所蔵タイプ標本内訳

　 画像公開 
済み

データのみ
公開 計

総翅目 18 18

半翅目 59 59

脈翅目 10 10

鞘翅目 225 24 249

毛翅目 3 3

鱗翅目 38 38

双翅目 100 8 108

膜翅目 82 1 83

535 33 568

図１　オサムシ科タイプ標本
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農環研ニュース

農業環境技術研究所が所蔵する昆虫タイプ標本の画像情報を公開

タイプ標本の形態情報などを容易に確認できるよ

うになり、分類学上の様々な問題の迅速な解決に

役立つものと期待されます。

以上のことから、当研究所では所蔵するタイプ

標本568点について全体像、頭部、翅など、分類

学上重要な形質を多く含む部位の画像とともに、

標本の採集地、採集年月日、採集者といった採集

データおよび新種記載文献情報をタイプ標本デー

タベースとしてweb公開しました（http://www.

niaes.affrc.go.jp/inventry/insect/inssys/typelst.

htm）。なお、標本を貸出中の33点については画像

を取得できなかったことから画像以外の標本情報

のみ公開しています。本データベースでは昆虫の

目または科ごとに一覧表があり（図２）、そこから

目的の種を選べばそのタイプ標本画像および情報

が閲覧できます（図３）。なお、鞘翅目のオサムシ

科については所蔵点数が200点近くと多いことか

ら属名および種小名によって検索可能です。この

データベースは総合的な画像データベースとして

公開したものとしては国内最大です。

おわりに

当研究所の昆虫標本館に所蔵されている推定

120万点の標本の中にはいまだ相当数の未確認タ

イプ標本が発見されないまま埋もれているものと

思われます。今後はこれらを確認して登録し、順

次公開して行きたいと考えています。

図2　タイプ標本一覧表の一部

図3　タイプ標本情報の一例
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研究トピックス

食料生産・消費拡大がもたらす
東・東南アジアの水質変動の予測

物質循環研究領域　　新藤　純子

はじめに

東・東南アジアでは、最近の40年間に人口が２

倍に増加し、また近年の経済発展により食料需要

が増大しています。この間、窒素肥料の使用量が

20倍に増加し、これによって人口増加率を上回る

作物生産量の増加が実現しました。しかし、窒素

肥料の多用は、一部の地域において深刻な地下水

の硝酸汚染、河川・湖沼の富栄養化の原因となっ

ており、食料の需給は、東・東南アジアにおける

現在及び今後の環境を考える上で重要な要素であ

ると考えられます。本研究では、国際連合食糧農

業機関（FAO）などの農業に関する統計データに

基づいて、各国の窒素負荷量とそれによる水質汚

染を窒素フローモデルに基づいて推定し、また、

将来の食物需要に関する簡易な予測モデルを作成

して、この地域の将来の窒素負荷の変化を試算し

ました。

食料生産・消費に関わる窒素負荷量の変化と水質影響

図１に窒素フローモデルの概略を示しました。

ある国・地域の陸域への食料需給に関わる外界か

らのインプットは、窒素肥料の投入、窒素固定（農

地、牧草地）、海産物の供給、および作物と畜産品

の正味の輸入であり、これらは最終的には環境中

へ排出されます。ここでは、農地からの流出、家

畜からの排出、人からの排出に分けて見積もりま

した。東・東南アジアにおいて環境への窒素負荷（＝

外界からのインプット）はこの40年間に著しい増

加を示しています（図２）。1970年代半ばから化

学肥料の使用量が急激に増加し、農地からの流出

が増加しました。また家畜からの排出増加も顕著

です。

国ごと及び中国の省ごとの窒素負荷から、土地

利用分布や人口分布に基づいて窒素負荷の空間分

布を求め、更に土壌、地下水中の脱窒などを考慮

して地下水、河川水中の濃度分布を求めました。

この結果、1980年頃から中国東部（華北平原）や

東北部を中心に地下水中の窒素濃度が世界保健機

関（WHO）の硝酸態・亜硝酸態窒素に関する飲

料水基準（11.3 mgN/L）を超える地域が表れ、

2000年には基準を大きく超える地域が広範囲に広

がっていると推定されました（図３(a)）。なお、日

本や韓国の一部では1960年代から既に高濃度で、

その後2000年までほとんど変化がありません。東・

東南アジア各地において行った水質調査により得

られた地域平均濃度は、図３(a)と比較的良く対応

していました。

将来の食料生産・消費による窒素負荷の予測

食料生産・消費は人口の変化に加えて経済的な

変化に大きく支配されています。東・東南アジア

の多くの国において、一人当たりの肉消費量は一図１　食料生産・消費に関わる窒素フロー

図２　東・東南アジアの環境への窒素負荷の変化
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農環研ニュース

食料生産・消費拡大がもたらす東・東南アジアの水質変動の予測

人当たりの国内総生産（GPP）の増加に伴って増

加し、一方米の消費はGDPの増加と共に減少の傾

向を示しました。これらの傾向に基づいて、国ごと、

食料の種類ごとに一人当たりの消費量をGDPから

推定する式を作成し、更に2020年までの人口の

増加（国連による推計：東・東南アジア全体では

2020年に2002年の1.08 〜 1.12倍（低位〜中位

推計））、及びGDP成長（経済協力開発機構（OECD）

による地域別の平均成長率予測値に基づいて推計：

同1.90 〜 2.47倍）に基づいて、2020年までの

窒素フローを見積もりました。2020年には、畜産

品の消費量が窒素換算で2002年の1.36 〜 1.45

倍、飼料用作物も含んだ作物生産量が1.35 〜 1.46

倍、必要な窒素肥料は1.41 〜 1.61倍に増加する

と推定され、深刻な汚染の地域が更に広範囲に拡

大すると予測されました（図３(b)）。

おわりに

東・東南アジアにおける急激な経済発展は、食

生活の変化、特に肉の消費の急増を招いています。

肉の生産にはその数倍から十数倍の飼料作物が必

要とされ、その生産のために多量の化学肥料が使

用され、中国東部などで既に水質汚染が深刻であ

ろうことが示されました。現在の傾向が続くと

2020年には水質汚染が更に深刻化、広域化すると

予測されましたが、将来の窒素負荷は、各国の作

物生産や畜産における窒素利用効率の改善や、食

料貿易の動向によって変化すると考えられます。

図３　�地下水中窒素濃度分布の(a)2000年の推定および
(b)2020年の予測結果(mgN/L)

（自然の窒素固定と窒素酸化物の寄与も考慮している）
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研究トピックス

大気CO2濃度の上昇と群落微気象要因を
考慮したイネの穂温推定モデル

大気環境研究領域　　吉本　真由美

はじめに

現在約360ppmの大気中のCO2濃度は、今世紀

半ばから末までに約550ppmに達し、全球の平均

気温は1.4 ～ 5.8℃上昇すると予測され、これに

伴う将来の農作物の収量予測が求められています。

イネは開花時に温度の影響を最も強く受け、穂の

温度が限界温度を数℃超えるだけで高温不稔が生

じ、コメの収量が激減します。予測されている大

気CO2濃度の上昇は、イネの成長促進と増収効果

を持つ一方、気孔開度を減少させ葉の蒸散を抑制

するため、イネ群落内の温度が上昇し、開花期の

高温不稔を激化させる可能性があります。

高温と高CO2濃度環境下における不稔発生を予

測するためには、的確なイネの穂温の予測が必要

ですが、穂温は水田の微気象条件に強く依存する

ため、チャンバー実験などの閉鎖系実験結果をそ

のまま予測に適用することができません。そこで

本研究では、開放系大気CO2増加（FACE）実験

水田で微気象観測を行い、イネの穂を取り巻く微

気象環境が穂温に影響を及ぼすプロセスを考慮し

た穂温推定モデルを開発し、大気CO2濃度上昇に

伴う穂温の上昇程度を明らかにしました。

開放系大気CO2増加（FACE）実験によるイネ群落

の微気象変化の測定

FACEと はFree-Air CO2 Enrichmentの 略 で、

チャンバーや覆いのない屋外の農耕地（たとえば、

水田）に設置したFACEリングから高濃度CO2ガ

スを吹き出し、リングに囲まれた区域のCO2濃度

を周囲より常に約200ppm増加させます（図１）。

これにより、自然状態での水田生態系の高CO2濃

度に対する応答を調べることができます。

中国江蘇省にあるFACE実験水田（31°37’N、

120°28’E、イネ品種：武香粳14号）で、出穂・

開花期頃に、現在の大気CO2濃度区（以後、現

CO2濃度区という）と現在の大気CO2濃度に200 

ppmを増加させた区（以後、高CO2濃度区という）

で微気象観測を行い、両区の群落内外の温湿度や

放射収支、葉の気孔コンダクタンス（水蒸気の通

しやすさの指標）や穂の蒸散コンダクタンスなど

を測定しました。高CO2濃度により葉の気孔コン

ダクタンスは約30%減少して、葉温が１～２℃

上昇しました。これに伴い、高CO2濃度区では現

CO2濃度区に比べて、群落内気温は0.5 ～１℃上

昇し、群落内の相対湿度は5 ～ 8%低下しました

（図２(a)）。すなわち、高CO2濃度区の群落内は現

CO2濃度区に比べて、やや高温で乾燥した微気象

環境であることがわかりました。

一方、イネの穂の表面には気孔がなく、穂表面

のクチクラワックスの小さい隙間からのみ蒸散し

ているので、穂の蒸散コンダクタンスは高CO2濃

度による影響は認められませんでした。開花日に

は１cm/sと葉の気孔コンダクタンスに匹敵する大

きさの穂の蒸散がありましたが、開花後日数が経

つにつれて穂の乾燥化が進み、蒸散コンダクタン

スが徐々に減る傾向が認められました。

図１　�開放系大気CO2増加（FACE）実験水田（中国江蘇省無錫）
外側の金属製リングに沿った黒いチューブからの高濃度CO2ガスの噴出
を制御して、リング内のCO2濃度を外気より約200 ppm増加させる。
リング内には、CO2ガス濃度測定用のテフロンチューブ（白いチューブ）、
温度、湿度などを測定する測器がある。
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大気CO2濃度の上昇と群落微気象要因を考慮したイネの穂温推定モデル

群落微気象モデルによるイネの穂温の推定

FACE実験での穂の蒸散コンダクタンスと群落

微気象データを用いて、穂の熱収支に基づく穂温推

定モデルを開発しました（図３）。モデル計算の結

果、高CO2濃度によって穂温は開花日頃に0.5 ～

１℃、開花後日数が経つにつれて１℃以上上昇し

（図２(a)、穂温）、高CO2濃度による群落微気象の

変化が高温不稔を助長し得ることがわかりました。 

また、穂の蒸散量は、高CO2濃度区の方が現CO2

濃度区より常に大きいこともわかりました（図２

(b)）。これは、高CO2濃度区の方が常に穂温が高

いこと、群落内の湿度が低いこと（図２(a)）、従っ

て穂－大気間の飽差（水蒸気圧差）が大きいこと

が要因です。以上のことから、高CO2濃度は、穂

温を上昇させると同時に、穂の乾燥（脱水）を促

進させる可能性があることが示唆されました。

おわりに

高CO2濃度による穂温の上昇と蒸散の増加は、

開花期のみならず登熟期間全体にわたっているこ

とから、高CO2濃度は開花期の高温不稔だけでな

く、未熟粒の増加といったコメの品質低下にも影

響する可能性があります。穂温推定モデルの感度

解析を行うと、風速や相対湿度の違いにより、穂

温がさらに数℃も変動することがわかりました。

また、最近の研究では、穂温に影響を及ぼす穂の

蒸散コンダクタンスが、品種や栽培条件などによっ

て大きく異なることもわかってきました。このこ

とから、穂の蒸散特性をより詳細に調べて穂温推

定モデルと組み合わせることにより、現在の高温

不稔・登熟不良発生の地域間差を把握し、今後の

温暖化に対する品種の選抜や栽培方法の変更など

を通じて、イネの高温不稔対策技術の開発に役立

てることができると考えています。

図２　穂周辺の微気象の日変化（2003.8/27～ 9/3）
(a)は、高CO2濃度区から現CO2濃度区を差し引いた、群落内気温・相
対湿度、葉温、穂温の差を表している。(b) は、モデルによる両区の穂
の蒸散量の推定値である。

図３　�大気CO2濃度上昇による群落微気象の変化が穂温を変化
させるプロセスのモデル化
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はじめに

放射性ヨウ素は甲状腺に蓄積し、人体に放射線

障害をもたらす最も危険な放射性同位元素のひ

とつです。半減期が約1700万年の放射性ヨウ素

（I-129）は、核燃料再処理施設の運転にともない、

極微量ではありますが環境中に放出されます。ま

た、原子力関連施設の異常運転や事故などにより、

放射性ヨウ素が多量に環境中に放出されるリスク

にも備える必要があります。放射性ヨウ素と非放

射性ヨウ素は、物理化学的性質や環境中における

挙動に違いがないことから、放射性ヨウ素の挙動

は、非放射性ヨウ素の挙動から予測することがで

きます。

これまで我々は、農業環境中の非放射性ヨウ素

（以後単にヨウ素と記します）の挙動を明らかにす

るための調査をおこない、畑土壌や森林土壌では、

表層でヨウ素濃度が高いのに対し、水田土壌では

どの層位でもヨウ素濃度が低いことを明らかにし

てきました。水田土壌中のヨウ素濃度は、なぜ低

いのでしょうか。本研究では、水田土壌の表層か

らヨウ素が溶脱する要因を、放射光源X線吸収端近

傍構造（X-ray absorption near-edge structure、 

XANES）による土壌中ヨウ素の非破壊形態分析か

ら明らかにすることを目的としました。

土壌中ヨウ素の形態分析にXANESを適用する利点

土壌中のヨウ素の濃度と形態を調べるためには、

土壌からヨウ素を抽出し、溶液に溶け出したヨウ

素を分析する手法が一般的です。しかし、土壌か

らの抽出という化学操作により、ヨウ素が形態変

化してしまう可能性があります。この形態変化を

避けるためには、土壌からヨウ素を抽出すること

なく、そのまま、すなわち非破壊で分析できるの

が理想的です。しかし、土壌中には、ヨウ素以外

のさまざまな物質が含まれています。夾雑物が多

量にある中で、ヨウ素だけの形態を分析すること

はこれまで困難とされてきました。この困難は、

XANESを適用することで回避でき、土壌中ヨウ素

の非破壊形態分析ができました。XANESでは、従

来の光源のX線の約100億倍明るく、まっすぐで、

広がらない特徴をもつシンクロトロン放射光源X

線を利用します。ヨウ素原子だけを励起させるエ

ネルギー（ヨウ素K吸収端：33.2keV）のX線を、

ヨウ素を含む土壌試料に照射すると、そのX線吸

収スペクトルにはヨウ素の形態に関する情報だけ

が浮かび上がります（図１）。環境中には、図1に

示す4つの形態のヨウ素（ヨウ素酸イオン（IO3
-、

＋５価）、ヨウ化物イオン（I-、－１価）、分子状ヨ

ウ素（I2、0価）、有機態ヨウ素（0価））が存在し

うるのですが、これらのうちどの形態が水田土壌

中で主体であるかをスペクトルの違いから判別で

きます。

水田土壌中におけるヨウ素の形態変化

雨などを通して土壌に到達するヨウ素の形態は、

ヨウ化物イオンとヨウ素酸イオンが主体です。チェ

ルノブイリ事故後に雨水で検出された放射性ヨウ

素もこの２つの形態が主体でした。ヨウ化物イオ

ンは、土壌に吸着されにくいため水系へ溶脱し、

研究トピックス

XANESを用いた水田土壌中のヨウ素の
非破壊形態分析とその溶脱機構

土壌環境研究領域　　山口　紀子

図１　XANESの概要とヨウ素標準物質のXANES

実験ハッチ内の様子
Aは入射X線の検出器
Bは試料を通ったX線の検出器
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XANESを用いた水田土壌中のヨウ素の非破壊形態分析とその溶脱機構

土壌から失われてしまいますが、ヨウ素酸イオン

は土壌に吸着して蓄積する傾向にあります。水田

土壌では、湛水期に微生物活動によって酸素が消

費されることで土壌が還元状態になります。土壌

の酸化還元状態の変化によって、ヨウ素が形態変

化するか、また、形態変化につづきヨウ素が土壌

から水系へ溶脱するかを調べました。

土壌にヨウ素酸を添加し、30日間湛水条件で培

養しました。培養後の土壌中ヨウ素のXANESと、

土壌水中のヨウ素濃度を図２(a)に示しました。土

壌水中のヨウ素は、イオン交換カラムで分離後、

ICP-MSでヨウ素を検出することで、ヨウ化物イオ

ンとヨウ素酸イオンを形態別に分析しました。図

２(a)の湛水培養後の土壌中のヨウ素は、図１の標

準物質のうち分子状ヨウ素あるいは有機態ヨウ素

のスペクトルと類似しています。また、土壌水中

には、ヨウ素がヨウ化物イオンとして溶出しまし

た。一方、γ線滅菌により土壌微生物の活動を抑

えると、土壌に添加したヨウ素酸はヨウ素酸のま

まであり（図２(b)）、土壌水へもヨウ素はほとんど

溶出しませんでした。すなわち微生物の活動を抑

制すると、湛水条件下で培養してもヨウ素は形態

変化しませんでした。

ヨウ素酸イオンは湛水条件下で微生物活動に伴

う酸化還元電位の低下によって、分子状ヨウ素あ

るいは有機態ヨウ素、さらにヨウ化物イオンにま

で還元されます。分子状ヨウ素あるいは有機態ヨ

ウ素は、土壌中に残りますが、ヨウ化物イオンは

土壌に保持されにくいため、土壌水に溶出したと

考えられました。このようにヨウ素酸がヨウ化物

イオンに還元されることで土壌水に溶出すること

が、水田土壌ではヨウ素濃度が低い原因であると

考えられました（図３）。

おわりに

XANESにより、土壌に添加したヨウ素の形態を

選択的に非破壊分析することができました。水田

土壌でヨウ素濃度が低いのは、湛水期に、微生物

活動により酸素が消費されて土壌が還元状態にな

ることが原因でした。土壌に保持されやすいヨウ

素酸イオンが分子状ヨウ素を経て土壌に保持され

にくいヨウ化物イオンへ還元され、土壌水に溶脱

してしまいます。還元により生じた分子状ヨウ素

の一部は、有機物との結合態などとして、土壌に

保持されます（図３）。なお、本研究は、SPring-8 

共同利用研究課題2004B0093NXa-npとしておこ

なったものです。
図２　�IO3- を添加し30日湛水培養後の土壌中ヨウ素の

XANESおよび液相へのI- 溶出量

図３　湛水状態の水田土壌におけるヨウ素の形態変化
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所内トピックス
豊橋技術科学大学と連携推進の協定を締結

（連携推進室長　　井上　恒久）

農業環境技術研究所は、９月21日付けで豊橋技

術科学大学と、相互の研究連携により科学技術・

学術研究の発展に寄与することを目的とした連携

推進協定を結びました。

本協定は、日本で唯一の農業環境に関する研究

所である農業環境技術研究所と、10月１日に「先

端農業・バイオリサーチセンター」を設置する豊

橋技術科学大学とが、両者が持つ研究実績と技術

の特徴を活かして連携することにより、農学と工

学の連携による農業環境研究の新たな展開を目指

すものです。

調印式は９月21日、農業環境技術研究所に豊橋

技術科学大学から西永頌学長、平石明教授、中嶋昭

雄研究協力課長を迎えて行われました。調印に先

立って佐藤理事長から農環研の概要と研究の特徴が

説明され、西永学長から大学の概要について、平石

教授から先端農業・バイオリサーチセンターの概要

についての説明がされた後、理事長と学長により協

定書に署名がなされて調印式を終えました。

農業環境技術研究所と豊橋技術科学大学とは、

これまでも化学物質の動態モデルの開発など、個

別の研究テーマを通じて研究協力を行ってきまし

た。今後は本協定に基づいて、両機関から選出さ

れた構成員による連携委員会において協議を行い、

①研究者の交流、②研究・技術情報の交換、③合

意された研究課題に係る研究協力等の事項につい

て連携協力を推進します。

調印後、握手する佐藤理事長（左）と西永学長（右）
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所内トピックス

研究成果発表会2006報告

平成18年9月28日（木）、農業環境技術研究所

研究成果発表会2006を「農業と環境を考える」と

いうテーマで、東京の新宿明治安田生命ホールに

おいて開催しました。農業環境技術研究所は2001

年４月に独立行政法人として、５ヶ年の中期計画

を立てて新たにスタートし、発足１周年の2002年

４月と中間年の2004年４月に、研究内容と研究の

進捗状況を広く世間に理解してもらうことを目指

して研究成果発表会を開催しました。今回は、本

年３月で第Ⅰ期中期計画が終了したので、この間

の研究成果を、講演に加えてポスターセッション

を設けて、広くお知らせしました。参加者は、行

政部局、民間企業、大学、公立場所、他法人、一

般の方など所外から156名、所内から65名、計

221名でした。

発表会は、佐藤理事長および高橋農林水産技術

会議事務局長の挨拶に続いて、北海道大学の石弘

之教授より「農業が変えた地球の環境−環境史の視

点から」というテーマで特別講演をいただきまし

た。その後、生物多様性研究領域の山本勝利主任

研究員より「豊かな生物相をはぐくむ農業を探る」、

與語靖洋有機化学物質研究領域長より「大気中に広

がる農薬−その拡散と制御を考える−」、物質循環

研究領域の新藤純子上席研究員より「東アジアの食

料の生産と消費拡大が水質を変える」、大気環境研

究領域の長谷川利拡主任研究員より「大気CO2増

加、温暖化で水稲の生育、収量はどうなる」と題

して、第Ⅰ期の研究成果とともに第Ⅱ期での研究

方向が報告されました。また、谷山一郎農業環境

インベントリーセンター長より「農業を巡る環境の

情報を発信する」と題して、農業環境インベント

リーセンターが所蔵するデータや資・試料及びそ

れらの活用方法が紹介されました。

これらの発表に対して、休耕田での水管理、将

来の水質予測モデルに貿易を加味できるかや水稲

収量に影響が出るCO2濃度レベルなどについて、

会場との質疑が交わされました。今回は、特別講

演をはじめいずれも時間（歴史）の流れと空間的

な広がりに視点が置かれており、環境研究の基本

が時空間変化をとらえることにあることを再認識

させられました。

さらに、講演開始前と休憩時間には、第Ⅰ期の

研究成果17題がポスター発表され、参加者と熱心

な意見交換が行われました。

参加者にアンケートヘの回答を依頼したところ、

90名の方から感想、意見が寄せられました。成果

発表会については、「成果がわかりやすく説明され

ていた」、「東京で開催したことがよかった」など

好意的な意見が圧倒的でした。また、研究課題や

今回の発表会の講演、ポスター発表については、

今日の社会的関心を反映してか、地球温暖化や食

糧生産に興味を持ったという回答が多かったのが

特徴でした。一方、「もっと広い視点で（問題解決

のための）解答まで追求すべき」、「一般の方を対

象としては説明不足」という指摘もありました。

発表会終了後の懇親会では、農業環境技術研究

所友の会の会員や当日の参加者など約70名で賑わ

いました。今日の研究所のすがたを発足当時から

の歩みを振り返って熱く語る姿や最新の研究情報

を交換する姿があちこちで見られ、盛会のうちに

終了することができました。

特別講演をする石弘之北海道大学教授

（研究コーディネータ　　今川　俊明）
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所内トピックス

サマー・サイエンスキャンプ2006の実施

平成18年８月９日から11日の三日間、農業環境技
術研究所では、全国各地より12名の高校生を迎えての
サマー・サイエンスキャンプを実施しました。

サイエンスキャンプとは研究機関の持つ学習資源とし
てのポテンシャルを最大限活用した高校生・高等専門学
校生のための「科学技術体験合宿プログラム」です。こ
の事業は、本年より日本科学技術振興財団と、実施機関
の共催で行われることになりました。

農業環境技術研究所では３つの下記プログラムを実
施しました。その内容とキャンプの様子を紹介します。

Ａコース：「環境中の超微量汚染物質を測る」
原子や分子一つ一つを重さでふるい分け、それぞれ

の量を超高感度で測ることのできる質量分析装置を実
際に使って、原子や分子の重さを体感し、身近な物や
作物に含まれる10兆分の１グラムという超微量の重
金属や農薬を定量しました。

Ｂコース：�「アレロパシーによる植物間相互作用を
調べてみよう」

植物は根から天然の生理活性物質を放出し、他の植
物の生育を阻害します。この現象をアレロパシー、ある
いは他感作用といいます。アレロパシーにより、外来植

物が生息域を拡大したり、連作障害や雑草による作物の
生育阻害等が引き起こされます。一方で、アレロパシー
を利用して雑草を防除する技術の開発が期待されてい
ます。ここでは、いろいろな植物のアレロパシー現象を
測定し、農業に役立てる研究について体験しました。

Ｃコース：「GPSを使って動物を追跡しよう！」
日本の農村の周辺にはいろいろな動物が住んでいま

すが、これらの動物が人間や農業に対して被害を及ぼ
すこともあります。農業環境技術研究所では、カーナ
ビなどに使われるGPS（全地球測位システム）とい
う技術で、動物の行動を監視、予測する方法を研究し
ています。今回は、動物の代わりに参加者の皆さんに
GPSを持ってもらい、実際の動きを地図の上に表示さ
せることと、その位置情報から、次の行動を予測する
ことを行いました。

12名の高校生は、正味二日間の間に専門的な講義
と実験計画の説明、実習、データ整理とまとめ発表を
行うというタイトなスケジュールの中、研究所内の圃
場でのフィールドワークや、普段の学校では眼にする
ことのない機材や薬剤を使用しての実験など、緊張の
中にも興味をもってプログラムに臨みました。また、
宿泊所での、アドバイザーの先生を交えたミーティン
グは有意義なものとなったようです。

後日寄せられた感想文では、初めて行う実験や触れ
た機材への驚き、実験データから導き出された結果へ
の感動とともに、三日間共に過ごした参加者同士およ
び講師の研究者との交流が何よりの収穫であったとの
記述が多く見られました。

もし、あなたが高校生で、農業と環境に関わること
を学んでみたいと思うなら、ぜひ農業環境技術研究所
のサイエンスキャンプに応募してみてください。

詳細な報告は農業環境技術研究所webサイト
（http://www.niaes.affrc.go.jp/）の「情報：農業と環
境　No.77」と、サイエンスキャンプ公式webサイト

（http://ppd.jsf.or.jp/camp/）をご覧下さい。

（広報情報室広報グループ）
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つくばちびっ子博士2006～身近な自然から環境を考える～
農業環境技術研究所では、７月26日（水）、８

月２日（水）、８月９日（水）、８月23日（水）、
８月30日（水）に「つくばちびっ子博士2006」を
開催しました。
「つくばちびっ子博士」は、子どもたちに科学の

おもしろさを体験し、科学技術に関心を持っても
らうことを目的として、つくば市などが主催して
1999年より毎年実施しているイベントで、今年は
７月15日から10月８日までが全体の開催期間で
した。全国の小中学生を対象とし、協力機関であ
るつくば市内の39の研究機関や大学を見学した児
童・生徒はのべ２万６千人を超えました。

農業環境技術研究所では、「身近な自然から環境
を考える」をテーマに、特別展示を行いました。
●昆虫展示室の見学　●カブトムシの飼育と自然
界のサイクルの紹介　●ホタル、メダカの観察
●写真展「日本と世界の農村」

会場の広さに制限があるため予約制としました

が毎回制限人数いっぱいの見学者が訪れ、300名
近い来訪者を迎えました。

対象の小中学生だけでなく、付添いの保護者の
方々も展示されている昆虫標本や害虫防除の研究
成果に質問したり、ホタルやカブトムシ・メダカ
の飼育方法の展示に興味を示していました。

お礼の手紙を送ってくれた来訪者もおり、これ
からもいい企画を検討したいと担当者は張り切っ
ていますので、ぜひ来年もおこし下さい。

印刷　（株）エリート印刷

農環研ニュース　No.72　平成18年10月30日
発　　行　独立行政法人 農業環境技術研究所　〒305-8604 茨城県つくば市観音台３-１-３
電　　話　029-838-8197（広報情報室　広報グループ）
ホームページ　http://www.niaes.affrc.go.jp/
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つくば科学フェスティバル2006への出展
つくば市では、ちびっ子博士開催期間の締めく

くりとして、青少年が身近で楽しみながら科学に
触れ合う機会として「つくば科学フェスティバル」
を開催しています。例年、市内の研究機関や、学
校･団体による科学実験や体験・展示・講演などの
企画が実施されています。今年は44機関が協力し
て10月７～８日の二日間にわたり、つくばカピオ
で開催されました。

農業環境技術研究所では、「小さな昆虫の姿」と
題して出展を行いました。普段きちんと眼を向け
ることのない微小な土壌昆虫などを顕微鏡でじっ

くりみてもらうこと、また昆虫の体のつくりを観
察してもらおうという企画です。

出展は初日の10月７日のみでしたが、３台の顕
微鏡の前には、小中学生が次々と微小な昆虫標本
を観察する姿がならびました。また、農業環境技
術研究所が保管する各種の昆虫標本は、昆虫好き
の大人まで魅了していたようです。

なかには、大人顔負けの知識と質問を繰り出す
ちびっ子もいて、この中からぜひ研究者が生まれ
て欲しいものと思います。

（広報情報室広報グループ）

（広報情報室広報グループ）
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